
事業実施報告書
大正大学附属図書館×豊島区立図書館

にぎやかな図書館祭（フェス）２０２４

２０２４（令和６）年１１月９日（土）

豊島区文化商工部図書館課



１．開催概要

• 事 業 名：大正大学附属図書館×豊島区立図書館にぎやかな図書館祭（フェス）2024

• 事業日時：令和6年11月9日（土曜日）10：00～17：00

• 会 場：大正大学附属図書館

• 目 的：「本」「図書館」をキーワードに大学図書館と公共図書館が連携し、地域の活性
化（まちづくり、世代交流）、読書週間推進を進める機会とします。

• 参加方法：入退場自由（読書推進フォーラムは事前予約制）

• プログラム内容：絵本の読み聞かせ会、工作ワークショップ、イベントシールラリー、イケバ
ス展示、としまななまるグリーティング、図書館見学、絵本のリサイクルボックス、読書推進
フォーラム「高校生・大学生×学校図書館×作家×出版社」



２．プログラム・参加者数
（ 大正大学附属図書館主催：大 / 豊島区立図書館主催：豊 /㈱サンシャインシティ協力：サ ）

• 絵本の読み聞かせ会(豊) 第1回：11時～ 大人35名 子ども25名

第2回：13時30分～ 大人23名 子ども15名

• としまななまるグリーティング（豊） 第1回：34組 第2回：30組

• 工作ワークショップ（リーディングトラッカー製作）（大、豊） 110名

• 絵本の配布（サ） 24冊

• 絵本の回収（サ）（59冊 ※11月15日までリサイクルボックスを設置）

• 読書推進フォーラム「高校生・大学生×学校図書館×作家×出版社」

（大） 申込 109名、参加 82名



３．広報・周知

• 広報としま ： 9月21日号 発行部数76,000部

• 図書館ホームページ

• チラシ、ポスター：館内掲示、区立図書館、サンシャイン

シティ絵本の森で配布、図書館経営協議会委員へ配付 等

• 区公式X ： 11月8日（金）

• 母子手帳アプリ「母子モ」：11月2日（土）

• 区広報番組：「としま情報スクエア」10月31日（木）



４．実施内容

① 絵本の読み聞かせ会 （豊島区主催）

• （はじまり）手遊び：ろうそくうた

• 絵本「はじまるよ」（熊谷守一/絵 ぱくきょんみ/文 福音館書店）

• 手袋人形「くまさんのおでかけ」

• ビッグブック「おばけのバーバパパ」（アネット＝チゾン/さく

タラス=テイラー/さく やましたはるお/やく 偕成社）

• ビッグブック「ぺんぎんたいそう」（齋藤 槙/さく 福音館書店）

• ビッグブック「いろいろバス」（tupera tupera/さく 大日本図書）

• （おわり）手遊び：ろうそくうた

「くまさんのおでかけ」の実演

「ペンギンたいそう」みんなで体操



４．実施内容

② としまななまるグリーティング （豊島区主催）

• 区広報PRキャラクター「としまななまる」と

ふれあうイベント。

• 附属図書館の出入り口前で実施。

• 多くの親子連れが参加してくれました。

「としまななまる」と子どもたち



４．実施内容

③ 工作ワークショップ(リーディングトラッカー製作) （大正大学、豊島区共催）

• 読書が困難な人のための読書補助具「リーディングトラッカー」

をつくるイベント。

• 細く切ったクリアファイルにマスキングテープを貼って完成。

• 「おはなし会」と「ワークショップ」に参加すると図書館のキャラクター

シールを配布。シールを2枚集めると、図書館キャラクターと大正大学

キャラクターが描かれたブックカバーをプレゼントしました。

参加者に配布したシールとブックカバーの紹介

リーディングトラッカー使用例ブックカバーデザイン



４．実施内容

④ 読書推進フォーラム「高校生・大学生×学校図書館×作家×出版社」（大正大学主催）

• 大正大学附属図書館長 稲井氏が委員を務めた「令和4年度子どもの読書活動推進に関する有識者会
議」では高校生の不読率の高さが論点の一つに取り上げられました。

• 読書について批判の対象になっている高校生、大学生の声を聞くため、大学生と高校生が、本に関係

している社会の有識者と意見交換をすることに意義があると考え企画されました。

• 当事者である大学生、高校生と、翻訳家 金原 瑞人氏、

株式会社理論社・編集局長 小宮山 民人氏、学校司書が登壇し、

それぞれの立場から活発な意見交換が行われました。

フォーラム会場



４．実施内容

⑤ そのほかのイベント

• 図書館見学・・・図書館の館内を自由に見学（大正大学主催）。

• イケバス乗車体験・・・自由に乗車、写真撮影などを楽しむイベント（大正大学主催）。

• 絵本のリサイクルボックスの設置・・・読み終えた絵本を回収。

※ 集まった絵本は消毒後、子どもたちへ配付されます（株式会社サンシャインシティ事業）

イケバス乗車体験 絵本のリサイクルボックス



５．当日の様子と今後について

・

• 当日は晴天に恵まれ、また大正大学構内では、本事業以外にも「第３２回巣鴨中山道菊まつり」「第４回

種子地蔵縁日」「能登復興支援あさ市」が開催され、たいへんな賑わいでした。

• 読書推進フォーラムには高校生から図書館関係者等、さまざまな所属、年代の方にご参加いただきました。

絵本の読み聞かせ会やとしまななまるグリーティングは、多くの親子連れが楽しんでくださいました。

このように幅広い年代のかたに「本」を身近に感じていただけました。

• 大正大学附属図書館と豊島区立図書館の合同イベントは今年で3年目を迎えることができました。来年度

の開催を目指し、事業内容のブラッシュアップを図ります。

豊島区立図書館キャラクター
大正大学のマスコットキャラクター
T-Duck


